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令和８年９月　潮来市議会だより 臨時号 2
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潮来市こどもこども議会
詳しくはこちら

　潮来第一中学校

閉校した牛堀中の校舎やグラウンドは現在ど
のように利用されていますか。また、グラウ

ンドを地域住民のスポーツや交流の場とする考えはありますか。

答弁要旨　校舎は利活用方法未定ですが、グラウンドは消防団
の練習、体育館は学校開放事業で地域のスポーツ団体に利用さ
れています。跡地活用は地域住民の意見を第一に伺いながら進
めて参ります。交流の場とすることはコミュニティ活性化のため
にも重要であり、地域のニーズや類似施設の集約化などを踏ま
え、実情に合った利活用を研究して参ります。

国道51号沿いのカラオケ店「まねきねこ」の
信号や潮来第一中学校の坂下の信号の青の時

間が短く危険だと感じます。時間の決め方と延長などの対策予
定を伺います。また、歩道橋設置の再検討は可能ですか。
答弁要旨　信号時間は渋滞を防ぐよう周辺と連動しており、青
信号の時間延長は交通事故リスクを高める可能性があるとのこ
とです。今後は路面標示補修や看板設置等で関係機関と連携
し、協議して参ります。歩道橋につきまして、設置が非常に困
難な場所ですが、皆様の要望を警察へしっかり伝え、善処して
参ります。

豊かな自然を守るため、現在どのような環境
保全の取り組みを行っていますか。中学生に

もできる活動にはどのようなものがあるのか、また、市では参
加できる機会を増やす考えはあるのか伺います。
答弁要旨　市民協力による年3回の清掃大作戦や監視員による
パトロール等を行っています。中学生にもできる活動として、ご
み拾い、家族や友人と環境について話す、SNSでの発信等があ
ります。清掃回数は現状適正と考えていますが、ご要望があれ
ば検討いたします。

コミュニティバスの運行本数が少なく不便で
す。現在の運行内容の決め方と、中学生が利

用しやすいよう土日を含めた増便や時間見直しの考えを伺います。

答弁要旨　実証運行のデータやアンケート、事業者の意見を基
に協議会で決定しています。現在はスクールバスの空き時間を
活用し週4日・1日4便運行しています。利用習慣定着のため安
易な変更は控えていますが、中学生の皆さんの声も大切にし、
利用状況を把握した上で、改善や見直しに向けて協議・研究し
て参ります。

　7月24日（金）に潮来市議会主催として「こども議会」を開催しました。本議会は、未来を担う子ども
たちが疑似議会を体験することにより「市や議会の仕組みや実態」および「市の施策」について理解を深
めるとともに、議会や市政に対する関心を高め、まちづくりに主体的に参画しようとする意識を育むこと
を目的に実施したものです。
　当日は、市内の各中学校から4名選出された計12名がこども議員として、学校生活や地域の暮らしの中
で感じた課題や疑問をもとに、市政に関するさまざまな提案や質問を行いました。質問の一部を紹介しま
す。詳細につきましては、右上のQRコードからYouTubeでご覧いただけます。
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観光客増加を移住や子育て支援などの人口減
少対策にどう繋げますか。また、子どもたち

にずっと潮来市に住み続けたいと思ってもらうための教育の場
での取り組みを伺います。
答弁要旨　観光やスポーツによる交流人口の拡大は移住定住に
つながる重要な入り口です。伝統文化や豊かな景観の魅力を高
め、住む人が自信を持てる施策を進めます。また、子供たちが
ふるさと潮来に愛着と誇りを持ち、将来も住み続けたいと思え
るよう、ローイングや歴史文化等の地域資源を生かした郷土教
育をさらに充実させて参ります。

日の出中の統合後の跡地活用について、現在
の話し合いの状況を教えてください。また、

母校の未来に私たち若い世代も関わり、意見を出せる場を作っ
ていただけませんか。
答弁要旨　跡地の具体的な活用方法は未定であり、市民の皆様
の意見や市のまちづくりの方向性を踏まえて進めることが重要
と考えております。学校の統合は新しい文化を創造する絶好の
機会です。教育委員会としても新しい生徒会を中心に、未来を
語り合い議論できる場を設け、皆さんの柔軟な発想を地域の活
性化に繋がるよう連携して進めて参ります。

昨年度給食センターのボイラー故障がありま
したが、建物を新しくする建て替え予定はあ

りますか。また、給食が止まらないようどのような対策をして
いますか。
答弁要旨　現時点で具体的な建て替え計画はありませんが、
総合計画に整備検討を明記しており、今後市民に愛されるセン
ターのあり方を調査研究して参ります。トラブル対策として、専
門業者による定期点検や日常の巡視を徹底し、迅速な対応や部
品の予備の確保を行っています。今後も安心安全で美味しい給
食の提供に努めて参ります。

　日の出中学校

　潮来第二中学校

ハザードマップを見ると徳島地区に避難所が
ありませんが、市はどう考えていますか。ま

た、市全体での防災への取り組みについて伺います。

答弁要旨　徳島地区周辺は浸水想定区域のため、台風等の際は
早めの避難準備を呼びかけています。また、前川運動公園の一
部や、今後の地域連携拠点整備での土地の嵩上げにより、浸水
区域から外れる避難場所の確保も検討して参ります。市全体で
は、毎年地区を変えて避難訓練を実施しており、市民の皆様と
防災意識の共有と対策強化に努めて参りたいと考えています。

人口減少が進む中、潮来市の魅力はどこにあ
ると捉えていますか。また、今後も市が存続

できるよう、魅力あるまちづくりを行うための取り組みについ
て伺います。
答弁要旨　本市の魅力は①水辺環境と豊かな自然、②多様な観
光資源と伝統文化、③東京や成田空港へ好アクセスな地理的優
位性です。取り組みとして、「日本一の水路のまち基本計画」に
よる景観形成や、「地域連携拠点整備」によるアントラーズのク
ラブハウス誘致を含むスポーツ観光を核とした新たな交流拠点
づくりに注力して参ります。

特別教室へのエアコン設置や雨漏り修繕の予
定を伺います。また、潮来二中への統合後、遠

方となる生徒の通学方法や費用、部活時の対応はどうなりますか。
答弁要旨　特別教室のエアコン設置は、統合も考慮しつつ他校
とのバランスを見て計画的に整備して参ります。また、雨漏り
は状況を確認して早急に対応いたします。統合後の遠距離通学
にはスクールバスを予定し、利用料は現行同額の月額1,000円
のご負担をお願いすることとなります。部活など授業以外のバ
ス運行は現状未定ですが今後研究して参ります。

高速道路の開通を機に、潮来市の産業発展に
ついてどう考えていますか。また、潮来市の

産業における強みはどこにあると捉えていますか。
答弁要旨　開通を機に潮来市が通過点にならないよう、イン
ター周辺を目的地化する地域連携拠点構想の検討を進めており
ます。強みは、東京圏や成田・茨城両空港へのアクセスの良さ
と、豊かな自然環境です。この好立地を最大限活かし、スポー
ツ施設やホテル、工場といった総合的な誘致を図り、鹿行地域
の玄関口として持続的なまちづくりを図っていきたいと考えてお
ります。

新しい中学校はスポーツや勉強など、どのよ
うな強みを持つ学校にしたいですか。また、

新しい制服や校歌を決める際に、小中学生の意見を取り入れる
機会はありますか。
答弁要旨　ローイングや英語教育等、各校の特色を引き継ぎな
がら主体的に生きる力を育む学校を目指します。制服や校歌な
どは、今後地域の方や保護者も参加する統合準備委員会で協議
して決定しますが、皆さんが新しい学校づくりに参加できるよ
う、今後も小中学生の意見を積極的に取り入れて参ります。
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飯田議長　�初めての議場で緊張した中、潮来市の人口減少など未来を見据えた真剣な質問を堂々と行う姿
はとても頼もしかったです。「こども基本法」が示す通り、皆さんの声には社会を動かす力があ
ります。大人はその声を真摯に受け止め、まちづくりに活かしていきます。この素晴らしい経
験を胸に、主権者としての第一歩を歩み続けてください。

原 市 長　�子どもたちの堂々とした質問や再質問への対応に、大変感銘を受けました。学校での素晴らし
いご指導がうかがえます。今回の経験を機に、ぜひ政治やまちづくりに関心を持ち、将来は選
挙等で自分の意思を表明してください。皆さんの声が社会を良くする力になります。素晴らし
い挑戦をありがとうございました。

塙教育長　�子どもたちの真剣な質問や、メモを取りながら答弁を聞く素晴らしい態度に大変感銘を受けま
した。大人の議員と同じ視点での鋭い提言もあり、潮来市の未来を担う皆さんのパワーに圧倒
されました。これからも身近な問題に関心を持ち、自分の意見を発信する力を育んでください。

参加していただきました生徒の皆さん、ご指導いただいた先生方、そして
ご理解・ご協力をいただいた保護者の皆様ありがとうございました！！当日の議会の様子

講　評  ～議長・市長・教育長よりお言葉をいただきました～


